
各教科の評価計画の例（中学校理科）

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

評価資料
１

ノート・ワークシート等への記述

１０点満点
ノート・ワークシート等への記述

２０点満点
ノート・ワークシート等への記述

５０点満点

評価資料
２

パフォーマンステスト（技能）

１０点満点
実験レポート・振り返りシート

２０点満点
振り返りシート
３０点満点

評価資料
３

単元テスト
２０点満点

単元テスト
１０点満点

発言や行動の観察
２０点満点

評価資料
４

定期テスト
６０点満点

定期テスト
５０点満点

計 １00点満点 １00点満点 １00点満点



評価の実際の例 中学校理科 「知識・技能」

参考 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 国立教育政策研究所

3年「運動とエネルギー」でのペーパーテスト
問題

問１では、速さの変化と力の関係を捉えている
かを問う。
問２では、時間の経過と速さの変化との関係を
問う。
単なる一問一答ではなく、文章で表現させたり、
図（グラフ）などを書かせます。

速さと力の関係を捉えた記述ができて
いるためＢと評価できます。
より適切に、そして十分に理解してい

ると捉えられる文章の場合にはＡとなり
ます。
ＡとＢの基準については、教科内でき

ちんと共通理解を図り、共有しておくこ
とが重要です。

問１の評価Ｂの例

問２の評価Ｂの例
斜面を下る運動については、速さと時
間の関係を適切に記述できてないが、水
平面の運動については記述できているの
でＢと評価できます。
半分が正解しているからＢなのではな

く、グラフは間違えていても時間と共に
加速していることは理解していると捉え、
Ｂと判断します。



参考 平成３０年度 全国学力・学習状況調査 授業アイディア例 国立教育政策研究所

評価の実際の例 中学校理科 「思考・判断・表現」
１年「身近な物理現象」での課題の設定場面

課題
テレプロンプターを通して文
字を読み、気づいたことから
問題を見出そう。

・プラスチックの角度によって見えたり、見えなかったりするの
はなぜか。
・どうして画像が反転して見えるのだろうか。

・プラスチックの角度によって見えなくなるのは、なぜだろうか。
角度と見え方の関係はあるのか。

・自分側からしか見えなかった理由は、プラスチックが鏡と同じ
ようになったからではないか。

評価Ｂの例

評価Ａの例

自分なりに要因や根拠に触れているためＡとなります。
課題設定の場面で、事象からの気付きや疑問を基に、問題を見いだして表現できるかが重要
です。



評価の実際の例 中学校理科 「主体的に学習に取り組む態度」

参考 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 国立教育政策研究所

２年「化学変化と原子・分子」でのワークシート
【評価規準】
二酸化炭素中でマグネシウムリボンが燃焼する現象を、原子や分子のモデルを用いて、試行錯誤しながら説明
しようとしている。

【評価のポイント】
二酸化炭素中でマグネシウムリボンが
燃焼する現象を、原子や分子のモデルを
用いて説明しようとしているかを、ワー
クシートの記述を基に評価する。

【ワークシートの一部】
１ 物質が二酸化炭素の中で燃焼するかを
予想する。（学習前）
２ マグネシウムが二酸化炭素の中で燃焼
することを、原子や分子のモデルを用
いて説明しよう。（学習後）
３ 学習前後の考えを比較し、対話を通し
て、どのように課題を解決しようとし
たか記述しなさい。

二酸化炭素中でものは燃えないと思っていたのに、マグネシウムが燃
えて驚いた。みんなの説明を聞いたら、二酸化炭素中でもものが燃える
ことが分かった。

評価Ｂの例

学習前後を振り返って、対話を通して、課題を解決しようとしているため、Ｂ
となります。
試行錯誤しながら課題を解決しようとしていることや、学習前後における変容
を具体的に記述している場合には、Ａとなります。
ワークシートやノートなどに振り返りを書かせる場合は、記入の観点（変容、
対話）を事前に説明しておくことが必要です。生徒が振り返りの観点を意識しな
がら活動していくことができるようにしましょう。
評価する際の資料にするためにも、ノートやワークシート、タブレット等を利
用し、生徒の思考の流れが把握できるよう、記録させ続けることが必要です。


